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革新・
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生
活
保
護
裁
判
「
い
の
ち

の
と
り
で
裁
判
」
と
は

厚
生
労
働
省
は
２
０
１
３

年
か
ら
２
０
１
５
年
に
か
け

て
、
「
生
活
扶
助
費
」
を
段

階
的
に
平
均
６･

５
％
切
り

下
げ
ま
し
た
。
都
会
の
高
齢

者
で
月
額
２
千
〜
３
千
円
ぐ

ら
い
の
削
減
で
す
か
ら
非
常

に
痛
い
。
削
減
の
総
額
は
国

予
算
ベ
ー
ス
で
６
７
０
億
円
、

こ
の
う
ち
５
８
０
億
円
分
が

物
価
下
落
に
連
動
さ
せ
た

「
デ
フ
レ
調
整
」
だ
と
言
い

ま
す
。
生
活
保
護
基
準
の
改

定
で
物
価
を
考
慮
し
た
の
は
、

こ
れ
ま
で
一
度
も
な
く
、
し

か
も
大
幅
な
削
減
で
す
。

こ
れ
を
違
憲
と
し
て
全
国

で
訴
訟
が
起
こ
り
ま
し
た
。

愛
知
は
２
０
１
４
年
７
月
31

日
に
生
活
保
護
利
用
者
16
名

が
提
訴
。
追
加
提
訴
な
ど
も

あ
り
、
現
在
は
原
告
20
名
で

す
。

生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ

２
０
１
２
年
12
月
の
総
選

挙
で
、
自
民
党
は
政
権
に
復

帰
。
翌
年
１
月
に
生
活
保
護

基
準
引
き
下
げ
を
強
行
し
ま

し
た
。
自
民
党
は
野
党
時
代

に
片
山
さ
つ
き
氏
ら
が
メ
デ
ィ

ア
に
登
場
し
て
ひ
ど
い
生
活

保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
を
仕
掛
け

て
、
「
生
活
保
護
受
給
者
は

け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
空
気

を
作
り
ま
し
た
。

差
別
感
情
を
煽
っ

た
の
で
す
。

物
価
下
落
を
偽

装
し
、
生
活
保

護
引
き
下
げ

引
き
下
げ
の

根

拠

に

な

る

「
生
活
扶
助
相

当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
」
は

13
年
の
基
準
改
定
に
あ
わ
せ

て
厚
労
省
が
勝
手
に
つ
く
っ

た
物
価
指
数
で
す
。
消
費
者

物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
統
計

の
デ
ー
タ
ー
を
も
と
に
、
保

護
世
帯
が
日
常
的
に
消
費
す

る
品
目
を
対
象
に
計
算
し
ま

し
た
。

そ
れ
が
２
０
０
８
年
～
２

０
１
１
年
で
４･

７
８
％
の

下
落
率
だ
と
い
う
の
で
、
び
っ

く
り
で
す
。
分
析
し
て
み
る

と
、
政
府
が
異
常
な
計
算
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｉ

は
世
界
各
国
と
も
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
方
式
で
計
算
し
て
い
ま

す
。
厚
労
省
は
２
０
１
０
年

～
２
０
１
１
年
は
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
方
式
で
計
算
し
た
も
の

の
、
（
二
面
へ
）

全
国
で
「
い
の
ち
の
と
り
で
」
裁
判
が
た
た
か
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
が
２
０
１
３
年
か
ら
の
生
活
保
護
基
準
大
幅
は
引
き
下
げ
は

憲
法
に
違
反
す
る
と
た
た
か
っ
て
い
る
裁
判
で
す
。
１
月
27
日
、
名
古
屋
地
方
裁
判
所
で
結
審
し
、
６
月
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
す
。
生
活

保
護
基
準
引
き
下
げ
処
分
取
り
消
し
を
求
め
る
裁
判
の
意
義
に
つ
い
て
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
白
井
康
彦
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

(

聞
き
手

岩
中
美
保
子
・
写
真
撮
影

山
本
晃
子
）

違法な生活保護基準引き下げ

白井 康彦さん
し ら い やすひこ

１９５８年、名古屋市生まれ。

フリーライター・社会活動家。

NPO「貧困家計研究所」設立準

備中、元中日新聞生活部編集

委員

インタビュー

今
日
は
京
都
市

長
選
挙
の
投
開
票

日
で
す
。
今
夜
、

結
果
が
わ
か
り
ま

す
▼
私
は
公
示
の

日
の
１
月
19
日
。

全
国
革
新
懇
、
京

都
革
新
懇
主
催
の

集
会
に
参
加
し
、
ビ
ラ
配

り
、
つ
な
ぐ
会
京
都
２
０

２
０
の
福
山
さ
ん
の
演
説

会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

福
山
さ
ん
の
当
選
を
確
信

し
ま
す
▼
福
山
さ
ん
の
政

策
は
、
市
民
の
声
を
き
め

細
か
く
気
持
ち
を
込
め
て

受
け
止
め
具
体
化
し
て
い

ま
す
。
演
説
中
に
、
弁
護

士
時
代
に
相
談
を
受
け
た

一
人
一
人
の
暮
ら
し
の
願

い
を
制
作
に
ま
と
め
た
話

を
し
な
が
ら
涙
を
流
し
て

い
ま
し
た
▼
こ
れ
ほ
ど
市

民
の
思
い
を
真
剣
に
受
け

止
め
て
い
る
姿
を
市
民
が

受
け
止
め
な
い
は
ず
は
な

い
と
確
信
し
ま
し
た
。
支

持
す
る
政
党
は
共
産
、
れ

い
わ
、
新
社
会
、
緑
の
党

で
す
が
、
主
役
は
京
都
市

民
で
す
▼
半
世
紀
前
、
京

都
府
、
市
民
の
頑
張
り
に

学
ん
で
名
古
屋
本
山
革
新

市
政
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
名
古
屋
市
長
選
挙
は

来
年
で
す
。
京
都
市
民
に

学
ん
で
、
私
た
ち
も
今
か

ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
２
月
２
日
記
。

（
田
辺
準
也

／
革
新
・

愛
知
の
会
代
表
世
話
人
）

平民の暮らし

――「いのちのとりで裁判」で明らかに

中
空
ネ
ッ
ト
事
務
局
長

加
藤
平
雄

安
倍
内
閣
は
、
「
カ
ジ

ノ
は
日
本
の
成
長
戦
略
の

目
玉
」
と
「
Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ

ノ
を
中
核
と
す
る
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
）
」
（
14
年
６

月
）
を
推
進
し
て
い
る
。

全
国
世
論
調
査
は
「
カ
ジ

ノ
の
手
続
き
を
「
凍
結
す

る
方
が
よ
い
」
は
65
％
、

「
進
め
る
ほ
う
が
よ
い
」

は
20
％
だ
っ
た
（
朝
日
）
。

大
村
知
事
は
昨
年
12
月
、

「
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
の
中
部
空
港
島

へ
の
誘
致
を
視
野
に
、
Ｉ

Ｒ
関
連
事
業
者
か
ら
事
業

計
画
な
ど
の
意
見
募
集
を

す
る
」
と
発
表
し
、
同
時

に
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
核
と
し

た
観
光
を
進
め
た
い
と･

･

･

と
述
べ･

･
･

」
た
（
朝
日

12
・
20
）
。
河
村
名
古
屋

市
長
は
「
中
部
空
港
島
に

Ｉ
Ｒ
は
『
厳
し
い
』
と
否

定
的
見
解
で
三
重
県
桑
名

市
に
誘
致
す
る
案
を
示
し

て
い
る
」
（
朝
日
：
12･

24
）
。
カ
ジ
ノ
見
本
市
が

開
か
れ
た
横
浜
市
で
は

（
１
月
29
日
）
、
進
出
を

競
い
合
っ
て
い
る
大
手
運

営
企
業
６
社
が
出
展
。

「
Ｉ
Ｒ
は
カ
ジ
ノ
抜
き
で

は
で
き
な
い
（
マ
リ
ー
ナ

ベ
イ
サ
ン
ズ
・
社
長
）
」

と
講
演
し
て
い
る
（
赤
旗

１･

30
）
。

愛
知
県
・
名
古
屋
市
は
、

カ
ジ
ノ
か
ら
手
を
引
く
べ

き
だ
。

ま
た
、
愛
知
県
は
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
２
０
２
７

年
開
業
に
合
わ
せ
、
中
部

国
際
空
港
第
二
滑
走
路
建

設
促
進
に
躍
起
に
な
っ
て

い
る
。
中
部
国
際
空
港
の

離
発
着
数
は
全
国
の
空
港

の
８
番
目
。
ま
だ
滑
走
路

１
本
の
空
港
が
残
っ
て
い

る
。
過
大
な
需
要
予
測
に

よ
る
第
二
滑
走
路
建
設
促

進
は
間
違
い
だ
。
伊
勢
湾

の
子
宮
と
言
わ
れ
た
常
滑

沖
の
埋
め
立
て
に
よ
り
漁

業
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
た
。
再
び
残
さ
れ
た
漁

場
を
奪
い
、
環
境
を
破
壊

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

中
部
国
際
空
港
・
関
連

開
発
問
題
を
考
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
中
空
ネ
ッ
ト
）

は
「
自
然
壊
す
な

ム
ダ

使
や
め
ろ
！
環
境
破
壊
と

ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
へ

の
監
視
・
見
直
し
を
」
掲

げ
運
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
カ
ジ
ノ
Ｎ
Ｏ
！
第
二

滑
走
路
Ｎ
Ｏ
！
の
声
を
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

多数派
めざして

隔月掲載です。

革新・愛知の会 第２９７号 ２０２０年２月１０日（６）

〝 賭博（カジノ）〝

に手を染めるのか、

愛知県・名古屋市！

昨
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

32
あ
る
一
人
区
全
て
で
選
挙

協
力
が
成
立
し
、
10
の
選
挙

区
で
野
党
統
一
候
補
が
当
選

し
改
憲
勢
力
を
３
分
の
２
未

満
に
追
い
込
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
安
倍
首

相
は
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く

改
憲
に
執
念
を
燃
や
し
て
い

ま
す
。

安
倍
長
期
政
権
の
も
と
、

次
々
と
成
立
し
た
悪
法
、
差

別
の
助
長
や
格
差
の
広
ま
り
、

報
道
の
劣
化
、
政
治
道
徳
の

腐
敗
、
政
治
の
劣
化
。
こ
れ

以
上
民
主
主
義
や
立
憲
主
義

の
破
壊
を
許
し
て
お
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

今
回
の
連
続
憲
法
講
座
は
、

安
倍
政
治
に
終
止
符
を
打
つ

た
め
に
「
安
倍
政
治
の
総
決

算
」
を
基
本
テ
ー
マ
に
、
今

年
も
魅
力
あ
る
多
様
な
テ
ー

マ
と
講
師
で
企
画
を
準
備
。

第
一
回
３･

28
「
市
民
と
野

党
の
共
闘
か
ら
野
党
連
合
政

権
へ
ー
格
差
と
貧
困
、
生
き

づ
ら
さ
に
寄
り
添
っ
て
ー
」

（
冨
田
宏
治
：
関
西
学
院
大

学
）

第
二
回
４･

４
「
日
韓
関
係

を
ど
う
創
る
か
ー
死
刑
台
か

ら
教
壇
へ
」
（
康
宗
憲
：
同

志
社
大
学
）

第
三
回
６･

13
（
日
程
変
更

可
能
性
あ
り
）
「
現
代
に
お

け
る
天
皇
制
を
問
う
」
（
河

西
秀
哉
：
名
古
屋
大
学
）

第
四
回
７･

18
「
メ
デ
ィ
ア

は
ど
う
支
配
さ
れ
て
い
る
か
」

（
永
田
浩
三
：
武
蔵
大
学
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

第
五
回
９･

12
「
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
再
公
営
化
か
ら
学
ぶ

民
主
主
義
」
（
岸
本
聡
子
：

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
研
究

所
）

第
六
回
10･

24
「
憲
法
が
受

け
止
め
る
多
様
な
世
界
ー
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
」
（
岡

野
八
代
：
同
志
社
大
学
）

☆
い
ず
れ
も
13:

30
～
16:

30
（
予
定
）
会
場
は
労
働
会

館

通
し
参
加
は
２
５
０
０

円
（
一
回
５
０
０
円
）

☆
主
催

愛
知
憲
法
会
議
、

革
新
・
愛
知
の
会
、
自
由
法

曹
団
愛
知
支
部
、
青
年
法
律

家
協
会
あ
い
ち
支
部

2020年
連続憲法講座

いまこそ
憲 法

安倍政治の総決算

☆憲法改悪反対愛知共同センタ―

２月１３日（木）18：30～
講演:小田川義和さん（全労連議長）
労働会館ホール

☆安倍９条改憲ＮＯ！あいち市民
アクション

２月２４日（祝）13：30～
講演：半田滋さん（東京新聞論説兼
編集委員）
「日本は戦争をするのか」（自衛隊
中東派遣の危険性）
交流：各団体や地域からの発言

改憲発議反対署名へ！集会

〇京都市長選挙〇
革新・愛知の会は支援募金
と支援のために現地に代表
を派遣しました。

☆パソコン募金お願い☆
パソコンWINDOWS7のサポー

トが終了し、WINDOWS10購入
のため募金をおねがいしま
す。同封の振込用紙にてご
協力をお願いします。


